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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私たちが提供した在宅における連携情報票の情報が入院後、どのような形で活用されているのか、連携情報票の活用状況を確認、検討し改善することで利用者が入院時にスムーズな看護を受けることにつながるのではないかと考えた。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 前年度のアンケート結果をもとに新連携票の作成

2 入院時新連携票を使用する

3 病棟看護師の協力を得て新連携票の活用状況について聞き取りをする

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入院時、新連携票を読み入院患者のデータベースをパソコンに入力されていた。看護経過、家族状況は看護計画の立案、家族指導に活用されていた。カンファレンスの場合においても活用されていた。医療処置に関しては詳細な情報提供が求められた。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新連携票は病棟看護師の入院時情報収集の一助にはなっていると考えられる。病棟看護師に問題点が確実に伝達できる書式についての検討が必要である。医療処置は出来るだけ詳しく記入することが看護の継続には必要である。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今まで連携票を病棟に提出した場合、受ける側の病棟看護師がどのように受け止められているかということに関しては知る機会はなかった。今回の研究で送った情報がどのような形で活かされ継続看護につながっていくか理解できた。

